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ブ
ラ
ッ
ク
バ
イ
ト
防
止
講
習

会　「
ブ
ラ
ッ
ク
バ
イ
ト
」
の

事
例
や
対
処
法
に
つ
い
て
学

ぶ
。

▽
日
時

９
月
28
日
（
木
）

12
時
25
分
〜
13
時
▽
場
所

生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
ー
ニ
ン

グ
シ
ア
タ
ー
２
０
１
▽
講
師

ナ
ジ
ッ
ク
・
ア
イ
・
サ
ポ

ー
ト
東
日
本
事
業
営
業
部
長

池
澤
勇
夫
氏
▽
参
加
費

無

料印
象
ア
ッ
プ
の
た
め
の
講
座

①
身
だ
し
な
み
編
　
パ
ー
ソ

ナ
ル
カ
ラ
ー
診
断
や
自
分
に

合
う
身
だ
し
な
み
を
学
ぶ
。

②
マ
ナ
ー
編
　
発
声
方
法
や

言
葉
遣
い
な
ど
に
磨
き
を
か

け
る
。
２
回
と
も
参
加
の
こ

と
。

▽
日
時

①
９
月

30
日

（
土
）
②
11
月
18
日
（
土
）

い
ず
れ
も
14
時
〜
17
時
▽
場

所

生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
92
Ｂ

会
議
室
▽
講
師

元
Ｊ
Ａ
Ｌ

客
室
乗
務
員
訓
練
教
官
・
イ

メ
ー
ジ
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
大

浜
由
紀
氏
▽
定
員

30
人

（
先
着
）
▽
参
加
費

無
料

▽
申
し
込
み
締
め
切
り

９

月
23
日
（
土
）

手
話
講
習
会

▽
日
時

９
月
26
日
〜
11
月

21
日
（
毎
週
火
曜
日
、
全
９

回
）
16
時
35
分
〜
▽
場
所

生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
４
１
１
教

室
▽
講
師

川
崎
市
ろ
う
者

協
会
酒
井
郁
氏
▽
定
員

15

人
（
先
着
）
▽
参
加
費

無

料
▽
申
し
込
み
締
め
切
り

９
月
21
日
（
木
）

災
害
救
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講

座　
災
害
か
ら
身
を
守
る
方
法

を
専
門
家
に
学
ぶ
。
受
講
者

に
は
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
リ
ー
ダ

ー
認
定
証
、
上
級
救
命
技
能

認
定
証
が
交
付
さ
れ
る
。

▽
日
時

10
月
22
日（
日
）、

28
日
（
土
）
29
日
（
日
）
３

日
間
と
も
受
講
の
こ
と
▽
場

所

神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
ほ
か

▽
定
員

40
人（
選
考
）▽
受

講
料

無
料
▽
申
し
込
み
締

め
切
り

10
月
２
日
（
月
）。

メ

ー

ル
（kgakusei@acc.

senshu-u.ac.jp

）
に
氏
名

や
受
講
理
由
な
ど
を
明
記
。

点
字
講
習
会

▽
日
時

11
月
９
日
〜
12
月

７
日
（
11
月
23
日
を
除
く
毎

週
木
曜
日
、
全
４
回
）
16
時

35
分
〜
▽
場
所

生
田
キ
ャ

ン
パ
ス
４
１
１
教
室
▽
講
師

川
崎
市
点
訳
グ
ル
ー
プ

「
芽
の
字
会
」
代
表
塚
越
か

よ
こ
氏
▽
定
員

15
人
（
先

着
）
▽
参
加
費

無
料
▽
申

し
込
み
締
め
切
り

11
月
１

日
（
水
）

※
い
ず
れ
も
主
催
は
学
生

部
。
申
し
込
み
、
問
い
合
わ

せ
は
学
生
生
活
課
（
生
田
）

☎
０
４
４
・
９
１
１
・
１
２

６
７
、（
神
田
）
☎
03
・
３

２
６
５
・
６
８
２
４

　
学
生
部
は
、
春
期
休
暇
中
に
実
施

す
る
２
０
１
７
年
度
学
生
部
セ
ミ
ナ

ー
「
台
湾
へ
行
こ
う
」
の
募
集
説
明

会
を
９
月
、
生
田
・
神
田
両
キ
ャ
ン

パ
ス
で
開
催
す
る
。

　
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
台
湾
と
ベ
ト
ナ

ム
を
１
年
ご
と
に
訪
れ
、
現
地
の
国

際
交
流
協
定
校
で
学
生
と
交
流
、
語

学
研
修
も
あ
る
。
ツ
ア
ー
旅
行
で
は

経
験
で
き
な
い
専
大
な
ら
で
は
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
通
じ
、
国
際
感
覚
を
身

に
つ
け
る
。

　
今
年
度
は
台
湾
の
国
立
中
山
大
学

を
訪
問
す
る
。
期
間
は
２
０
１
８
年

３
月
１
日
（
木
）
〜
８
日
（
木
）。

定
員
20
人
。
参
加
費
の
一
部
を
大
学

が
補
助
す
る
。

　
説
明
会
で
は
前
々
回
の
セ
ミ
ナ
ー

で
台
湾
を
訪
問
し
た
学
生
の
体
験
報

告
も
あ
る
。
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
は

９
月
27
日
（
水
）
１
０
３
０
５
教

室
、
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
は
９
月
29
日

（
金
）
２
０
６
教
室
。
い
ず
れ
も
12

時
25
分
〜
12
時
55
分
。
昼
食
持
ち
込

み
可
。

旴
学
生
生
活
課（
生
田
）☎
０
４
４
・

９
１
１
・
１
２
６
７

鈴
木
氏
に
感
謝
状

　「
専
修
大
学
創
立
１
４
０

年
・
石
巻
専
修
大
学
創
立
30

年
記
念
事
業
募
金
」
に
対
し

多
額
の
寄
付
を
い
た
だ
い
た

鈴
木
俊
幸
氏
（
昭
33
商
経
）

に
、
７
月
31
日
、
日
髙
義
博

理
事
長
か
ら
感
謝
状
が
贈
ら

れ
た
。

　
鈴
木
氏
は
金
属
加
工
機
械

鈴
木
氏（
右
）と
日
髙
理
事
長

募金局からのお願い

　専修大学は2019年に創立140年を
迎えます。また、石巻専修大学も18
年に創立30年を迎えます。学校法人
専修大学では、さらなる飛躍と発展

を期すため「専修大学創立140年・
石巻専修大学創立30年記念事業募
金」（募集期間５年間）を設け、広

く募集を行っております。

　皆様方の温かいご支援、ご協力を

賜りますようよろしくお願い申し上

げます。

　お申し込み、お問い合わせは「専

修大学募金局」（☎03・3265・3157）
へお願い申し上げます。

　
最
近
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
と
い
う
文
字
を
目
に

す
る
こ
と
が
多
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
み

な
さ
ん
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
？

　
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
と
は
、【
Ｌ
】
レ
ズ
ビ
ア
ン

（
女
性
同
性
愛
者
）
／
【
Ｇ
】
ゲ
イ
（
男

性
同
性
愛
者
）
／
【
Ｂ
】
バ
イ
セ
ク
シ
ュ

ア
ル
（
両
性
愛
者
）
／
【
Ｔ
】
ト
ラ
ン
ス

ジ
ェ
ン
ダ
ー
（
性
同
一
性
障
が
い
な
ど
）

の
頭
文
字
を
と
っ
た
単
語
で
、
セ
ク
シ
ュ

ア
ル
・
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
（
性
的
少
数

者
）
の
総
称
の
ひ
と
つ
で
す
。

　
電
通
の
調
査
に
よ
る
と
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
層

に
該
当
す
る
と
回
答
し
た
人
は
７
・
６
％

だ
そ
う
で
す
。
約
13
人
に
１
人
の
割
合
で

す
。
こ
れ
は
、
左
利
き
の
人
や
Ａ
Ｂ
型
の

血
液
型
の
人
と
ほ
ぼ

同
数
で
、
か
な
り
の

割
合
で
す
。

　
数
年
前
に
、
あ
る

大
学
で
ゲ
イ
で
あ
る

こ
と
を
同
級
生
に
暴

露
さ
れ
、
学
生
が
校

舎
か
ら
転
落
死
す
る

と
い
う
痛
ま
し
い
事

件
が
あ
り
ま
し
た
。

　
渋
谷
区
で
「
同
性
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

条
例
」
が
成
立
す
る
な
ど
、
多
様
性
が
進

行
し
つ
つ
あ
る
日
本
に
お
い
て
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ

Ｔ
層
へ
の
認
知
・
理
解
は
深
ま
り
つ
つ
あ

り
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
差
別
さ
れ
る
こ
と

が
多
い
状
況
と
い
え
ま
す
。

　
私
な
ん
か
は
、
パ
ク
チ
ー
を
好
き
な
人

も
い
る
し
、
嫌
い
な
人
も
い
る
と
い
う
こ

と
と
、
そ
ん
な
に
違
わ
な
い
こ
と
の
よ
う

に
思
え
る
の
で
す
が
、
い
ろ
い
ろ
な
考
え

の
人
も
い
る
で
し
ょ
う
。

　
み
な
さ
ん
に
お
願
い
し
た
い
の
は
、
自

分
が
理
解
で
き
な
い
こ
と
で
あ
っ
て
も
、

ま
ず
相
手
の
考
え
を
尊
重
し
て
ほ
し
い
と

い
う
こ
と
で
す
。

　
難
し
い
こ
と
で
す
が
、
私
た
ち
人
間
な

ら
で
き
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

　
そ
う
す
れ
ば
、
あ
ら
ゆ
る
人
に
と
っ

て
、
こ
の
世
の
中
は
、
も
う
少
し
居
心
地

の
よ
い
場
所
に
な
る
と
思
う
の
で
す
。

（
キ
ャ
ン
パ
ス
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

 

対
策
室
員
・
松
浦
　
い
ず
み
）

パ
ク
チ
ー
は
好
き
？
　
嫌
い
？

製
造
の
寿
産
業
（
札
幌
市
）

代
表
取
締
役
会
長
で
、
今
年

６
月
ま
で
学
校
法
人
専
修
大

学
評
議
員
を
務
め
た
。
神
田

キ
ャ
ン
パ
ス
で
の
授
与
式
の

後
、
日
髙
理
事
長
ら
と
懇
談

し
た
鈴
木
氏
は
、
学
生
時
代

に
所
属
し
て
い
た
ス
ピ
ー
ド

ス
ケ
ー
ト
部
の
思
い
出
を
語

っ
た
。「
専
大
は
五
輪
選
手

を
多
数
輩
出
し
て
お
り
鼻
が

高
い
。
こ
れ
か
ら
も
学
生
の

活
躍
を
期
待
し
た
い
」
と
話

し
た
。

　
い
た
だ
い
た
寄
付
は
キ
ャ

ン
パ
ス
の
教
育
施
設
設
備
の

整
備
拡
充
と
学
生
ス
ポ
ー
ツ

活
動
の
振
興
に
充
て
る
。

学生部セミナー「台湾へ行こう」 募集説明会

語学や伝統に触れたセミナー

＝2016年３月

　
菊
田
さ
ん
が
日
本
語
を
教

え
た
の
は
主
都
サ
ン
フ
ア
ン

の
サ
グ
ラ
ド
・
コ
ラ
ソ
ン
大

学
の
学
生
た
ち
で
、
期
間
は

２
０
１
３
年
か
ら
16
年
ま

で
。
プ
エ
ル
ト
リ
コ
で
日
本

語
を
組
織
的
に
教
え
る
学
校

や
機
関
は
少
な
く
、
同
大
学

で
た
だ
一
人
の
「
日
本
語
教

授
」
と
な
っ
た
。

　
菊
田
さ
ん
は
専
大
在
学

中
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
ワ

ー
キ
ン
グ
ホ
リ
デ
ー
を
経
験

し
た
。
卒
業
後
、
会
社
勤
務

の
あ
と
ハ
ワ
イ
で
プ
エ
ル
ト

リ
コ
の
男
性
と
結
婚
。08
年
、

プ
エ
ル
ト
リ
コ
に
移
り
住
ん

だ
。
日
本
か
ら
テ
レ
ビ
、
ラ

ジ
オ
が
取
材
に
来
た
時
の
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
や
、
ミ
ュ

ー
ジ
シ
ャ
ン
や
プ
ロ
野
球
選

プ
エ
ル
ト
リ
コ
で「
日
本
語
教
授
」３
年
半

「日本の全てを教えた」
　カリブ海に浮かぶ米自治連邦区プエルトリコ。菊田藍子さ

ん（平15経済）は現地の大学で３年半にわたって日本語と日

本の文化を教え、プエルトリコと日本を結ぶ活動をした。

手
の
通
訳
も
務
め
た
。

　
夢
は
プ
エ
ル
ト
リ
コ
と
日

本
の
懸
け
橋
に
な
る
こ
と
。

「
日
本
語
教
授
」
の
話
が
あ

っ
た
時
、
教
室
で
日
本
語
を

教
え
る
の
は
初
め
て
で
戸
惑

い
が
あ
っ
た
が
「
あ
な
た
に

向
い
て
い
る
」
と
友
人
に
も

勧
め
ら
れ
た
。
言
語
を
通
じ

て
二
つ
の
地
域
を
結
ぶ
役
割

を
担
う
決
意
を
し
た
。

　
大
学
で
は
初
級
か
ら
中
級

ま
で
の
３
コ
ー
ス
に
加
え
、

社
会
人
コ
ー
ス
も
担
当
し

た
。
３
年
半
で
教
え
子
は
延

べ
３
０
０
人
以
上
。
社
会
人

コ
ー
ス
で
は
８
歳
か
ら
70
歳

ま
で
教
え
た
。

　
最
初
、
当
た
り
前
の
よ
う

に
遅
刻
し
て
く
る
学
生
た
ち

に
手
を
焼
い
た
。「
け
じ
め

が
つ
か
な
い
」
と
「
遅
刻
２

回
」
は
欠
席
に
。
菊
田
さ
ん

が
５
歳
か
ら
始
め
た
剣
道
は

現
在
四
段
。「
礼
に
始
ま
り

礼
に
終
わ
る
」
武
道
の
教
え

か
ら
、
授
業
で
は
起
立
・
礼

を
励
行
し
た
。「
学
生
も
教

え
る
方
も
気
持
ち
が
集
中
す

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」

　
プ
エ
ル
ト
リ
コ
で
は
日
本

の
ア
ニ
メ
や
映
画
な
ど
の
影

響
で
日
本
へ
の
関
心
が
高

い
。
公
用
語
は
ス
ペ
イ
ン

語
。「
字
幕
な
し
で
日
本
の

映
画
を
理
解
し
た
い
」
と
日

本
語
に
興
味
を
持
つ
若
者
は

多
い
が
、
文
法
の
違
い
や
漢

字
の
難
解
さ
で
日
本
語
習
得

の
壁
は
厚
い
。
そ
れ
で
も
真

剣
な
ま
な
ざ
し
で
学
ぶ
学
生

ば
か
り
だ
っ
た
。

　「
授
業
で
は
日
本
語
だ
け

で
は
な
く
、
日
本
の
文
化
も

教
え
〝
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
日

本
〞
に
つ
い
て
話
し
て
き
ま

し
た
。
真
剣
勝
負
で
し
た
」

　
17
年
３
月
、
菊
田
さ
ん
は

９
年
間
暮
ら
し
た
プ
エ
ル
ト

リ
コ
か
ら
日
本
に
戻
っ
た
。

莫
大
な
デ
フ
ォ
ル
ト
（
債
務

不
履
行
）
に
陥
っ
た
プ
エ
ル

ト
リ
コ
の
財
政
は
深
刻
で
、

10
歳
と
６
歳
の
二
人
の
娘
の

将
来
を
考
え
て
の
帰
国
だ
。

　
教
え
子
た
ち
と
は
涙
の
別

れ
に
な
っ
た
が
、
帰
国
後
も

交
流
は
続
い
て
い
る
。
菊
田

さ
ん
の
授
業
を
き
っ
か
け
に

日
本
の
大
学
に
留
学
し
た
学

生
も
い
る
。

　
日
本
で
は
通
訳
の
仕
事
な

ど
の
ほ
か
、
日
本
と
プ
エ
ル

ト
リ
コ
を
結
ぶ
活
動
を
続
け

て
い
る
。
後

任
が
い
な
い

た
め
サ
グ
ラ

ド
・
コ
ラ
ソ

ン
大
学
で
の

菊
田
さ
ん
の

「
日
本
語
教

授
」
の
肩
書

は

そ

の

ま

ま
。
同
大
学

か
ら
は
「
い

つ
で
も
戻
っ
て
き
て
」
と
言

わ
れ
て
い
る
そ
う
だ
。

　
７
月
、
専
大
時
代
の
恩
師

狐
崎
知
己
教
授
（
ラ
テ
ン
ア

メ
リ
カ
経
済
）
に
呼
ば
れ
、

在
学
中
ド
イ
ツ
で
ワ
ー
キ
ン

グ
ホ
リ
デ
ー
を
体
験
し
た
同

ゼ
ミ
卒
業
生
の
船
引
啓
さ
ん

（
平
14
経
済
）
と
と
も
に
ゼ

ミ
の
後
輩
た
ち
に
こ
れ
ま
で

の
体
験
を
語
っ
た
。「
今
を

一
生
懸
命
、
自
分
に
正
直
に

生
き
て
」。
菊
田
さ
ん
は
後

輩
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
っ

た
。

プエルトリコで教え子

たちと＝2015年10月

剣道も教えた菊田さん

狐崎ゼミで体験を語った菊田さん

（右）と船引さん＝生田キャンパス

経
済
学
部
卒
業
生
・
菊
田
藍
子
さ
ん


